
YYMMCCAA ははひひととりりひひととりりをを大大切切ににししまますす  
すべての生命が太陽のエネルギーによって育てられているように、人はまわりの人々の愛情に包ま

れて成長します。親の愛情に満ちた眼差しが自分に向けられていると確かに感じられる時に、初めて、
子どもには未知の世界に分け入る力が生まれるのです。YMCA で、子ども達がそれまで経験したこ
ともないことに取り組もうとする時、自分たちを見守ってくれているリーダー達の目は、この上ない
励ましとなります。 
最年少のナースリーから始まっている YMCAのさまざまなプログラムは、この愛の精神によって

支えられています。プログラムを始める前や、その終了後に必ず行われるスタッフやリーダーの話し
合いで、子ども達一人一人のふるまい・成長などについて細かく、時には激しく語り合われる様は、
しばしば感動的でさえあります。 
ナースリーを終えた子ども達、キャンプから帰った子ども達が、それぞれの経験を大切なものと考

えているのは、自分たち一人一人が大切にしてもらえたという想いがもとになっているのだと思いま
す。 

                                              前橋 YMCA 理事長 白石昭夫 
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YYMMCCAA ナナーーススリリーーククララスス 22000066 年年度度ククララスス募募集集中中！！  
ナナーーススリリーーククララススのの特特長長はは･･････  

■■体体育育ススタタッッフフにによよるるママッットト・・鉄鉄棒棒・・跳跳びび箱箱ななどどのの運運動動指指導導  
■■音音楽楽教教師師にによよるるリリトトミミッックク、、音音楽楽遊遊びびななどどのの音音感感教教育育  

■■外外遊遊びび、、遠遠足足、、ハハイイキキンンググ、、ななどど季季節節にに応応じじたたププロロググララムム  

■■年年間間をを通通じじててのの少少人人数数ののククララススとと担担任任制制度度  
■多多くくのの大大学学生生ボボラランンテティィアアリリーーダダーーののププロロググララムムササポポーートト 

22000066 年年度度活活動動予予定定･･････  
■■体体操操・・リリトトミミッックク・・遠遠足足・・親親子子体体操操・・外外遊遊びび・・おお弁弁当当・・水水遊遊びび  

■■赤赤城城キキャャンンププ場場ででデデイイキキャャンンププ・・おお芋芋ほほりり・・ハハロロウウィィンン・・親親子子運運動動会会  
■ククリリススママスス会会・・親親子子リリトトミミッックク・・おお店店ややささんん・・おお別別れれ遠遠足足 
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YYMMCCAA ナナーーススリリーーククララススははももううすすぐぐ卒卒園園のの季季節節！！  
「せんせいっ！おはようございまーす！！」元気な子どもたちの声ではじまる YMCA ナースリークラス
は、いよいよ3 月に卒園式を迎えます。入園時は泣き顔だったお友だちも、どんどんたくましく、そして素
敵な笑顔でクラスを楽しむようになりました。四季を通して様々な遊び・体験をし、ひとまわりもふたまわ
りも成長しました。その変化には驚きと感動を覚えます。卒園式でのみんなの立派な姿に、お母さんた
ちは涙するのかも・・・ 

ククララスス見見学学ががででききまますす！！  
YMCA ナースリークラスを見学
することができます。事前に
YMCA までご連絡ください。 

緊張の入園式･･･もう一年前 七夕の短冊の願い事はかなった？ サマースクールの水遊びは大人気 

今年のお芋掘りは大豊作！ ビックリ大変装！ハロウィン 赤城キャンプ場でのやきいも 

親子運動会でお母さん大活躍！ クリスマスソングの大合唱 リズムにのってリトミック！ 



 

THE         NEWS 

GG..SS..RReeppoorrtt  ・・・・・・総総主主事事レレポポーートト  ｖｖｏｏｌｌ..33  

12 月 10 日は「前橋 YMCAファミリークリスマス」を行いました。子どもから大人まで 75 名の参
加がありました。礼拝と楽しい祝会でクリスマスの恵みを皆で分かち合えたことは素晴らしいことで
した。巷のクリスマスは煌びやかなイルミネーションのように華やかですが、私たちのクリスマスは
決して華やかさがあるわけではありません。でも、たくさんの笑顔やあたたかさがあったように思い
ます。そして、その笑顔やあたたかさを会場の皆で分かち合えたこと、それが本当の意味でのクリス
マスのお祝いだったのでは･･･そう感じています。             総主事 星野太郎  

YYMMCCAA 春春ススキキーーキキャャンンププ 22000055 ままももななくく受受付付開開始始！！  
冬スキーキャンプが終わったばかりですが、もう春スキーキャンプの受付が始まります！ボランティアリ
ーダーたちは準備やトレーニングに動き出しています。冬にキャンプに来たお友だちは、さらにレベルア
ップのチャンス！春に初めて参加するお友だち、今年の春は雪がたくさん！スキーキャンプの楽しさを

満喫しませんか？後半のキャンプはポール大会もあります。  

YYMMCCAA 尾尾瀬瀬 WWiinntteerr  CCaammpp（（ウウィィンンタターーキキャャンンププ））開開催催！！  
今、支援を必要としている子どもたち、軽度発達障がい（LD・ADHD・高機能自閉症など）のある子どもた
ちを対象としたキャンプです。赤城 Autumn Camp（オータムキャンプ）に引き続き、YMCA キャンプの
楽しさ、すなわち「リーダーや仲間、自然との出会い」を体験できるようなプログラムを目指しています。
今回は、雪上でのキャンプです。リーダーと一緒にスキーを楽しみましょう！やりたいことをとことんする
充実感、友だちと遊ぶ楽しさ、リーダーと一緒にいるという安心感といった生活を豊かにする上でのきっ

かけ作りができたらと思います。 

尾尾瀬瀬 WWiinntteerr   CCaammpp  
日 程：2006 年 2 月 11 日（土）～12 日（日） 

場 所：尾瀬戸倉スキー場 尾瀬パークホテル 
参加費：20,000 円（リフト・レンタル代別） 
対 象：小学 1 年～6 年生 

?軽度発達障がいによる何らかのつまずき、問題を抱えている子どもを対象 

定 員：10 名 
担 当：木下亮介 赤城オータムキャンプ･･･草原にて 

（2005 年 10 月 23 日 YMCA 赤城キャンプ） 

キャンプ名 対象 日程・場所 

ゆきんこキャンプ 年中～年長 3/27～29  2泊 3日 尾瀬戸倉 山の鼻荘 

エンジョイキャンプ  小 1～小 6 3/27～29  2泊 3日 尾瀬戸倉 山の鼻荘 

シュプールキャンプ  小 1～小 6 3/30～4/2  3泊 4日 尾瀬戸倉 尾瀬パークホテル 

中高生キャンプ 中 1～高 3 3/30～4/2  3泊 4日 尾瀬戸倉 尾瀬パークホテル 

チャレンジキャンプ  小 3～高 3 3/30～4/2  3泊 4日 尾瀬戸倉 尾瀬パークホテル 

会員受付開始：2 月 15 日（水）10:00～ 
一般受付開始：2 月 16 日（木）10:00～ 
お問合せ・お申込みは前橋 YMCA まで TEL：027-234-2299 



WWhhaatt‘‘ss  tthhee  YYMMCCAA??・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・YYMMCCAA 活活動動紹紹介介③③ 
前橋 YMCA で行っている様々な活動、知っているようで知らない活動、YMCA に関わるみなさんに、少し
でも YMCA の活動を知っていただきたく、このコーナーでは活動紹介をしていきます。今号では「フルーツ
ポンチ」と「たんぽぽ」を紹介します。 

 

みんなで遊び体験！ 

フルーツポンチ 
平岩賢（ケミィー）リーダー 
 
フルーツポンチは月一回 

のグループ活動を目的とし 
た遊び体験プログラムです。 
基本的には YMCAの会館を使い、時には外へ出て
活動をしています。子ども達やリーダーには“フル
ポン”と親しまれ、こじんまりしていますが、暖か
い雰囲気で活動しています。今年度のフルポンは遊
びの達人になろうというテーマのもと活動してい
ます。丸 2 時間ルールを工夫しながら缶蹴りだけを
したり、パソコンを使って自分だけのオリジナルＴ
シャツを作ったり、携帯のカメラ機能や路線バスを
使いながらポイントハイクをしたり、他にもたくさ
ん遊びの達人になるためのプログラムを行ってい
ます。 
フルポンは他の前橋 YMCAの通常活動・キャン

プとはまた違う雰囲気を持った活動ではないかと
思います。一番の違いは、他の通常活動・キャンプ
が「非日常」であるならばフルポンは「日常」がテ
ーマであるということです。普段身近にあるものを
使って出来る遊びはたくさんあります。昔に比べて
子どもは遊び方を知らないといわれています。とり
わけ、ゲームやコンピューターの存在がその原因と
されがちですが、そうではないと私は思います。遊
びを工夫する力が子ども達にないのだと思うので
す。こんなものでも工夫をすれば遊びの道具になる
のだ、と気づくきっかけ作りがこのフルーツポンチ
にはできるのではないかと私は思っています。 
フルポンの前身である「小学生グループ（小 G）」

では元来学童的な役割を果たしてきたそうです。し
かし、学校の週休 2 日制など子どもを取り巻く環境
も変わり、小 G の在り方も変わってきました。デ
ィレクター・リーダーたちで試行錯誤を重ね話し合
ってきた結果生まれたのが現在のフルーツポンチ
です。リピーターが多く、毎回出席率も高く本当に
フルポンを楽しみにしている子達が集まります。
YMCA の中でも気楽に参加しやすい活動の一つだ
と思います。 
これからも、リーダーの知恵を振り絞って楽しい

活動をたくさん行っていくので、少しでも興味のあ
る方は是非参加してみてください。新しい仲間が増
え、フルーツポンチがたくさんの人に知ってもらえ
る様にこれからも頑張っていきたいと思います。 

毎月一回の自然体験！ 

たんぽぽ 
宮内秀貴（べジー）リーダー 

たんぽぽは幼児対象の活動です。動物園での
ポイントハイク、芝生の上でソリ滑り、ぽかぽ
かの太陽の下で水遊び、旬のイチゴ狩りなど季
節に合わせてプログラムを考え、活動を行なっ
ています。 
そして子どもたちがその中で楽しむことは

もちろんですが、友達や自然を思いやる姿や積
極的にかかわろうとする姿をみることができ
たらいいなと思っています。また一人ひとりが
居心地の良さを感じ、一日を安心して過ごすこ
とができるような雰囲気づくりも私たちリー
ダーの目指すところです。 
たんぽぽは自信をもって自慢できるほど、と

ても楽しい活動です。そして子どもたちのはつ
らつとした表情からもその様子を窺うことが
できます。 
子どもたちはたんぽぽに来ることで、様々な

体験や経験をします。それは「はじめて見る動
物」や「はじめての遊び」など目に見えるもの
であったり、友達とのかかわり合いの中で感じ
る「楽しさ」や「喜び」、また「怒り」や「悲
しさ」「寂しさ」などといった目に見えないも
のであったりします。こうした経験の積み重ね
の中で成長していく子どもたちを、私たちは温
かく見守っています。 
大空に舞うタンポポの綿毛のように、子ども

たちがより広い世界に目を向け自立していく
ために、様々な経験を含んだ楽しい時をともに
過ごすことのできる私たちの「たんぽぽ」であ
りたいと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

_________________________________________ 
YMCA では今回紹介した活動以外にも様々な
子どもたちの活動を行っています。お気軽に資
料をご請求ください。 
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今年は例年になく雪が多く、雪質はとても良い状態でした。キャ

ンプ期間中は雪の日が多く、子どもたちにとってはとても厳しい天
候でしたが、大きな事故や、体調を崩してしまうこともなく無事に
実施することができました。 

スキーは、スキー技術の段階にあった目標を設定しレッスンを行
いました。豊富な雪のおかげで、それぞれのグループが充実したレ
ッスンを行うことができました。転ばずに滑れたこと、長い距離を
滑れたこと、様々な斜面を滑れたこと、急斜面に挑戦し滑れたこと、
ハの字から平行形に変化したこと、平行形からパラレルへと変化し
たこと、より質の高いパラレルターンに変化したことなど、初めて
スキーと出会った子どもたちからスキー技術の高いレベルの子ど
もたちまで、それぞれがスキーの上達を感じたのではないかと思い
ます。このスキーの上達から感じたうれしさや達成感、仲間やリー
ダーと共に滑ることの楽しさを大切にして、生涯スポーツとしてス
キーを続けていってほしいと思います。 
キャンプでは、キャラクターデベロップメントという YMCAの願

いをもとに、YMCAの大切にする４つの価値「Caring」(思いやり)
「Honesty」(誠実さ)「Responsibility」(責任感)「Respect」(尊敬
心)を伝えていくことを目指しました。プログラムやスキー、そして
生活の中にこの４つの価値を取り入れ、キャンプ生活を送りました。
リーダーが手本となり、リーダーの姿で子どもたちに伝えたり、４
つの価値をキャラクターやカードにし、子どもたちに分かりやすい
形で伝えたり、また様々な場面でこの４つの言葉をなげかけたりと、
それぞれのキャンプがそれぞれの方法で子どもたちに働きかけまし
た。キャンプの期間という短い間で子どもたちに伝わったものはと
ても小さなものであったかもしれません。キャンプに参加したこと
で感じたこと、考えたことをきっかけとして、この４つの価値を普
段の生活の中で大切にしていってほしいと願っています。 
キャンプを実施するにあたり、スキーレッスンサポート、撮影、

スキー評価運営サポート等、多くのリーダーOB・OG の支えがあり
ました。また、スキー評価においては、YMCA子どものスキー指導
の六本木信久先生にもご奉仕頂きました。これら多くの方々にこの
紙面をおかりして心より感謝申し上げます。ありがとうございまし
た。（木下亮介） 
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YYMMCCAA 冬冬季季ススキキーーキキャャンンププ報報告告！！  
この冬に行われたスキーキャンプは、例年にない恵まれた雪の中、無事実施されました。総勢 106 名
の子ども達が参加し、30 名のボランティアリーダーがキャンプの運営に携わりました。 

チャレンジキャンプ（小 3～高 3） 

エンジョイキャンプ（小 1～小 6） 

ゆきんこキャンプ（年中～年長） 

シュプールキャンプ（小 1～小 6） 

中高生キャンプ（中 1～高 3） 



 2005年 11 月 27 日に行われました江東 YMCA第 29 回ワ
イズカップサッカー大会に、前橋サッカークラス、高崎サッ
カークラスの合同チームが参加しました。普段の活動では
別々に練習をしているクラスですが、低学年、中学年、高学
年の 3 チームに別れ、前橋、高崎それぞれの力を合わせて大
会に臨みました。 

大会の結果は、各カテゴリーにおいて各チームともに６位
という成績でした。試合の勝ち負け以上に、子どもたち一人
一人にとって大きな収穫があったのではないかと感じてい
ます。点をとられてもあきらめず、最後までボールを追う姿、
試合に負けていてもサッカーを楽しむ姿、ゴールを決めたと
きに心から喜ぶ姿にとても感動しました。 

前橋 YMCA チームは、メンバー、リー
ダー、保護者を含め総勢５０名を超える人
数でした。リーダー、保護者の方たち、そ
してメンバー同士で応援し、ボールを追う
子どもたちに声をかける姿が印象的でした。
この大会への参加の経験を活かし、サッカ
ーに対する思いをさらに高め、サッカーを
続けていってほしいと願っています。 
また今年 2006 年は、サッカーワールド

カップの年です。サッカーを通して夢をあ
たえるこの年に、YMCAサッカーがさらに
発展し、より多くの子どもたちにサッカー
を通じた様々な楽しさを伝えていけたらと
願っています。最後になりますが、大会参
加を快く受け入れてくださいました江東
YMCAワイズメンズクラブ、スタッフの皆
様に心より感謝申し上げます。ありがとう
ございました。 

YYMMCCAA 前前橋橋・・高高崎崎ササッッカカーーククララスス東東京京遠遠征征試試合合へへ！！  
いよいよ今年はワールドカップサッカー！それに先立って YMCA サッカーも盛り上がりを見せています。
初の東京への遠征を敢行し、都内の強豪チームを相手に好試合を展開しました。 
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YYMMCCAA ババザザーーへへののごご協協力力あありりががととううごござざいいままししたた！！  
2005 年秋に開催いたしました「YMCA バザー」には多くの方々、
また団体や企業から協賛や献品を頂戴いたしました。また、準備や
当日の運営にも多くの方々のご奉仕を頂き、盛況のうちにバザーを
終えることができました。以下にバザーの収益報告をさせていただ
くと共に、バザーにご協力いただいた皆様へ改めて心より感謝申し
上げます。 
 
■ 収入 572,311 円 
■ 支出  62,093 円 
■ 純益 510,218 円 
※昨年純益 379,965 円 
 
YMCAバザーの益金は全て 
ボランティアリーダー養成 
のために用いさせていただ  
きます。 

パパキキススタタンン大大地地震震  
緊緊急急救救援援募募金金ののごご報報告告  

2005 年 10 月 8 日に発生した
パキスタンでの大地震への緊
急救援募金にご協力をありが
とうございました。各活動の
参加メンバーやキャンプ参加
メンバーをはじめ多くの方々
から募金をお預かりしまし
た。募金は日本 YMCA同盟を
通じてパキスタン・ラホール
YMCA が行う救援活動支援に
用いられます。 

募金総額 11,296円 
※ 募金は 2005年 12月末日をもって

終了致しました。ご協力ありがとう

ございました。 
 



 ユースボランティア・リーダーズフォーラムは、
全国の YMCAにおいて、活動歴が 2 年未満程度のボ
ランティアリーダーの研修、交流を目的としてワイ
ズメンズクラブの方や、YMCAスタッフの方たちが
企画・開催しているもので、2005 年 9 月 30 日～10
月 2 日までの 3 日間、私とコリィーの二人で参加し
ました。 
 一日目、各 YMCAの紹介とワイズスピーチがあり
ました。YMCA紹介では、それぞれの活動紹介をし、
ワイズスピーチでは、仙台青葉クラブの清水さんが、
ワイズメンズクラブと YMCAの関係や、ボランティ
アリーダーとの協働について、大切にされなくなっ
た子どもたちについて話してくれました。その話を
聞いて、私は特に、リーダーと子どもたちの関係に
ついて、これからどうあるべきか考えさせられまし
た。この話の後、リーダーズフォーラムのテーマである「今、ユースボランティアリーダーに求められる
こと」についてグループで話し合いました。初日ということもあり、まずは「今、リーダーをしているわ
け」、「リーダーとは？」、「なぜ、リーダーになったか？」それぞれ思っている理想や意見を話し合いまし
た。この話し合いをすることで、それぞれが今までの経験を再確認するとともに、お互いを知ることがで
きました。 
 二日目、基調講演とグループディスカッションがありました。基調講演では、豊洲小学校校長の大沼先
生が、現代の子どもたちの現状や YMCAができること、などを話してくれました。そのあとのグループ
ディスカッションでは、子どもたちの現状を考え、各 YMCAの現状を話し合い、そこでリーダーがどう
あるべきかを考えました。その中で、リーダー同士が自分の意見を言い合って、お互いを知り、理解し合
う機会が少ないのではないか？と私たちは思いました。リーダーも一人の人間なのだから、リーダー同士
が理解し合うことが子どもの理解につながると思いました。リーダー同士から、リーダーと子ども、子ど
も同士、さらには、子どもからリーダーというサイクルができ、大人も子どもも共に成長していけるので
はないか、という現段階での私のグループの結論がでました。 

 三日目のグループ発表では、それぞれのグループで話
し合ったことを歌や劇、ダンスなどで発表しました。私
たちのグループは、それぞれの個性を大事にするという
意味もこめて、同じＴシャツの背中にそれぞれの個性に
あった漢字を書き、それを着てグループの話し合いでま
とまったことを発表しました。 
 このフォーラムを通して私は、多くを学び、共感しま
した。特に、人と出会うことの大切さはもちろん、自分
の意見を伝える大切さ、お互いを認め合い理解しあう大
切さを学んできました。この貴重な経験を糧にリーダー
の存在意義をまた新たに見出していきたいです。 
 最後に、このフォーラムを支えてくれた様々な人と、
フォーラムに送り出して下さったワイズメンズクラブ
の方々、そして参加できたことに心から感謝します。あ
りがとうございました。（原田寿大） 

 

THE         NEWS 

YYMMCCAA ユユーーススボボラランンテティィアアリリーーダダーーズズフフォォーーララムムににリリーーダダーー派派遣遣  
全国の YMCA リーダーが共に集い学ぶ場に、2005 年度は計 4 名のリーダーと1 名のスタッフを派遣す
ることができました。YMCA ユースボランティアリーダーズフォーラムに原田寿大（ダース）リーダー、武
政真利子（コリィー）リーダー、木下亮介（一休）ディレクター、全国 YMCA リーダー研修会に及川稔（ワル
ツ）リーダー、日本 YMCA 大会に松本梢（わかめ）リーダーが参加し、それぞれ貴重な学びの機会を与
えられました。これらの派遣は前橋ワイズメンズクラブ・高崎ワイズメンズクラブの協力と多くの方々から
寄せられたリーダー養成募金により実現することができました。感謝して参加リーダーによる報告を掲載

させていただきます。 

前橋 YMCA の活動紹介をするダース＆コリィー 

前橋 YMCA スタッフ木下ディレクターが担当した 
グループ（後ろは富士山） 



 

THE         NEWS 

TThhaannkkss!!  YYMMCCAA かかららあありりががととうう！！  
2005年冬季スキー実技リーダートレーニングおよ
びスキーキャンプには大勢の OB・OG リーダーの
ボランティアサポートがありました。感謝をもっ
てご報告させていただきます。（順不同・敬称略） 

●スキーキャンプサポート  
 渡辺雅之 吉田賢司 國峯和巳 茜部久美 武井学 
 本多悠夏 山本美希 大附麻衣子 金井佐和子 
 近藤浩貴  

●スキー実技リーダートレーニングサポート 
関口次郎 岩田直樹 山中清美 本多悠夏 武井学 
久保田陽子 篠原武司 三枝恭代 大附麻衣子 
小林明彦 山本美希 國峯和巳 茜部久美 

●スキー用品のサポート 
梅津桃 山岸太郎 本田悠夏 宮内秀貴 平岩賢 
越前敬一郎 川端達也 松本梢 

以下の方々からご寄付をいただきました。感謝を
もってご報告させていただきます。  

●YMCAロゴシール（阿部幹夫さん） 

●ナースリークラス用玩具（山本正平さん） 

●カラープリンタ（蓮見央さん） 

●クリスマスデコレーション（國峯茂美さん） 

●清掃用品（六本木義明さん） 

●リーダー養成募金（10月～1月 順不同・敬称略） 
高崎ワイズメンズクラブ 中蔵悠森 大竹沙耶・晟佳 
前橋ワイズメンズクラブ 綿貫智也 三井柳仁・由貴 
茜部久美 木下政義 岡田一優・幸夏 道下夏帆 
馬場雅也 岩田理恵 星野太郎・里奈 YMCA 歌の会 
関口太郎・萌 松井忠男 大賀幸一 蓮見央 吉村梓 
白石昭夫 渡辺雅之 塩崎立夫 大塚裕子 塩崎誠 
江森俊明 今井貴之 青木絵里 桑原絢子 狩野菖 
朝倉莉那 外山佳乃子 高玉真梨英 木嶋麻樹・一樹 
松本怜奈 島津文弘 山口丈人・みづき 久保文彦 
片貝朔也・ちはや 今井正隆 村山賢大 武井亜樹 
大塚涼佑 茜部久美 金井佐和子 近藤浩貴 

●パキスタン大地震緊急救援募金（順不同・敬称略） 
斉藤敬規 岡泉ほのか 茜部久美 羽田頼矢 

●クリスマス献金（順不同・敬称略） 
深町顯 蓮見央 日本キリスト教団前橋教会婦人会 
松井忠男 渡辺隆之 廣瀬一寛・真理 

 

YYMMCCAA ススケケジジュューールル・・・・・・（（22 月月～～44 月月））  
2 月 4 日（土）はらぺこあおむし  
2 月 5 日（日）高崎クローバー  
2 月 7 日（火）春季キャンプキックオフ  
       全体リーダー会 
2 月 11 日（土）～12 日（日） 
       尾瀬 Winter Camp 
2 月 15 日（水）春季キャンプ受付 
2 月 18 日（土）スキー委員会  
2 月 19 日（日）ホビット・たんぽぽ  
2 月 25 日（土）フルーツポンチ  
2 月 25 日（土）～26 日（日）MOC 
3 月 4 日（土）はらぺこあおむし  
3 月 5 日（日）前橋・高崎サッカーフェスタ  
3 月 7 日（火）～9 日（木）スキー実技リートレ 
3 月 10 日（金）ナースリー卒園式 
3 月 11 日（土）フルーツポンチ  
3 月 16 日（木）第 6 回理事・常議員会  
3 月 18 日（土）スキーキャンプ説明会 
        全体リーダー会 
3 月 27 日（月）～29 日（水） 
       ゆきんこ・エンジョイキャンプ  
3 月 30 日（木）～4 月 2 日（日） 

シュプール・中高・チャレンジキャンプ  
4 月 14 日（金）ナースリー入園式 
4 月 15 日（土）フルーツポンチ  
4 月 16 日（日）MOC 
4 月 23 日（日）ホビット・たんぽぽ  
4 月 29 日（土）はらぺこあおむし 
4 月 30 日（日）春季スキーキャンプ思い出会 

※4月 29日（土）～5月 7日（日）休館 

維維持持会会員員ととししてて YYMMCCAA ををおお支支ええおお願願いいししまますす  
YMCAリーダーの養成をはじめ、YMCAの様々
な活動を支えるために維持会員としてのご協力
をお願いいたします。維持会費は 10000 円・
20000 円・30000 円・50000 円からお選びいた
だけます。リーダー卒業生のジュニア会員 5000
円もあります。維持会費は一年間有効で、YMCA
の会員として、キャンプの季節会費が無料にな
り、他 YMCAでも YMCA 会員としてのサービ
スが受けられます。維持会費は YMCA窓口でも、
銀行振込でもお受けすることができます。 

振込先：東和銀行 前橋北支店 
（普）129699 財団法人前橋キリスト教青年会 

【新入 10 月 1 日～1 月 25 日】順不同・敬称略 
山岸太郎 丸山研二 小林明彦 國峯和巳 
鯉淵典之 

【継続 10 月 1 日～1 月 25 日】順不同・敬称略 
 松井忠男 渡辺雅之 渡辺尚子 六本木義明 
 山岸洋三 関口次郎 上野秀子 

皆様のお支えに心より感謝いたします。   

TTHHEE  YYMMCCAA  NNEEWWSS 編編集集ボボラランンテティィアア募募集集！！  
NEWS の編集・レイアウト・入力・印刷作業などをお
手伝いくださるボランティアを募集いたします。コン
ピュータで文字入力できる方、日中の時間をボランテ

ィアで用いたいとお考えの方、編集作業に興味をお持
ちの方、ぜひお気軽に YMCA までお問合せ下さい。  


